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１ はじめに 

  近年、飼料稲は米政策改革に伴う産地づくり対策の推進や、水田の多面的機能維持等の

目的で、全国的に作付け面積が増加している。また、平成１７年度からは、飼料自給率の

向上に向けた行動計画が進められている中で、稲発酵粗飼料の生産拡大が期待されてい

る。 

 丹後地域では、平成１６年度から家畜保健衛生所を含めた、関係機関による耕畜連携支援

推進体制のもと、１ha 区画の大規模ほ場で営農組合が集団転作として稲発酵粗飼料の生産

に取り組み、和牛繁殖農家への利用を進めているので、その概要を報告する。 

 

２ 栽培ほ場の概要 

 飼料稲の栽培が行われているＫ市は、耕地面積の８０％近くが水田で、米が農業粗生産額

の約５０％を占め、水稲中心の農業生産が行われている。 ３年前に、３５haの大規模ほ場

整備が完了したが、１区画が１haと大きく、かつ、ほ場整備事業計画で、転作を８．８ｈa

以上実施する必要があった。 

 しかも、ほ場が大きいため、機械化・省力化が必要で、さらに、下流域であることから地

下水位も高く、地盤も軟弱であるので、湿田でも栽培が可能で、耕種農家でも栽培しやすい

飼料稲が、栽培されることになった。 

 平成１７年度は、４．３ｈａで、飼料稲が栽培された。 

 
３ 関係機関による支援推進体制と役割分担 

 主として、ＪＡと普及センタ－が、転作としての飼料稲栽培を推進し、当所は、生産され

た稲発酵粗飼料の一般分析と品質評価、畜産農家への給与指導を行った。 
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 （図－３）は、稲発酵粗飼料の生産利用に係る耕畜連携の役割分担の概要である。耕種農

家が収穫・調製までを担当し、畜産農家が運搬から利用までを行った。飼料稲を転作として

生産することで産地づくり対策交付金が営農組合に入り、牛に給与することで国産粗飼料増

産対策事業補助金が畜産農家に交付される仕組みが耕畜連携のベ－スになっている。 

 販売価格は、補助金等を考慮した上に、目標単収を２ｔとすることで、営農組合の努力目

標を設定し、畜産農家は供給協定分を全量買い取るという条件で、昨年度に引き続き、kg当

たり１０円と決定した。  

 

４ 前年度の課題と今年度の改善策 

  昨年度は、初めての取り組みであったため、種々の課題が残った。そこで、改善策として、

今年度はラップの巻き回数を増やして密封度を強化したり、刈取調製時の天候に注意するな

ど、品質の向上を図ることとした。また、品種を検討し、新たに早生品種を導入することで、

収穫期を分散させて他作物との競合を回避した。さらに、畜産農家がビニールハウス等を利

用することで、保管場所を確保することとした。 

 



５ 栽培概要 

  今年度の飼料稲の栽培概要を（図－５）に示した。 

栽培品種は、極晩生として専用品種のクサノホシ、早生として食用品種のコシヒカリと

ハナエチゼンを用いられた。播種法は、湛水土壌直播又は苗移植。播種時期は５月中旬。

刈取ステージは黄熟期。刈取時期は、早生が８月２８日から９月３日で、極晩生が１０月

１６日から１０月２２日。刈取・調製は、小型コンバイン型ロールベーラ、ラッピングマ

シーンが用いられた。       

 

  播種から刈取、ラッピングまでの一連の機械は、すべて営農組合が保有し、作業も営農組

合で行われた。 

 今年度の飼料稲の収量は、平均単収が１０a当たり２.０ｔで、ロ－ルの生産数量は２，１

４６ロールであった。利用農家は、昨年より１戸多く、肉用牛農家３戸、１１８頭であった。    

 

６ 成分分析 

 （１）品種別成分分析（乾物） 

 今年度の稲発酵粗飼料について、サンプルを当所で風乾し、府畜産技術センタ－へ送付し

て栄養成分の一般分析を行った。 

 専用品種、食用品種ともに日本標準飼料成分表と比較して、粗蛋白質、粗脂肪、粗繊維い

ずれも低かった。       



 

  （２）飼料成分分析（乾物） 

 専用品種について昨年度との比較を行った。             粗灰分が低

く、ＴＤＮ、粗蛋白質、粗脂肪が高くなっていて、品質の向上が伺われた。     

 

７ 品質評価 

  （１）ｐＨ官能法 

  サイレージの評価法として、もっとも一般的に用いられており、高水分サイレージの評価

法であるｐＨ官能法を用いて、品質評価を行った。   各利用農家からサンプリングした

いずれの検体も、臭い、味、色、触覚による官能得点は良好であったが、ｐＨ値が高いため、

総合点は３６～４０点の可にとどまり、必ずしも適正な評価とは考えられませんでした。     

 

  （２）稲発酵粗飼料の簡易品質評価法 

  そこで、最近、福島県畜産試験場が開発した簡易品質評価法に注目し、再度、品質評価を

行った。この評価法は、乳酸発酵があまり期待出来ない稲発酵粗飼料のような低水分サイレ

ージの評価法である。ｐＨ値を用いずに、生育ステージや水分、被雨に重点を置いて、臭気



や発カビ、色で減点を行う評価法で、表－４に示すとおりである。     

 

 表－５に示すとおり、いずれのサンプルとも、少量のカビの発生で減点となった以外は特

に減点の対象はなく、総合評価は９５点から１００点となり、ｐＨ官能法を用いたときの官

能得点に近い結果となった。       

 
８ 利用状況 

 利用農家は乾草の代替として、朝・夕または夕方に繁殖雌牛に１日１頭当たり稲発酵粗飼

料２～３㎏を給与されていた。代替率は３３～６０％と多く給与されているが、栄養価が高

いので多給には注意するよう指導した。また、専用品種の稲発酵粗飼料では、草丈の長いも

のを細断せずにそのまま給与されていたが、特に牛への影響は認められなかった。 

 

９ 購入粗飼料や自給飼料との比較 

 （１）購入粗飼料との単価比較 

  購入粗飼料との単価比較を行った（図－６）原物ｋｇ当たりで、稲発酵粗飼料はチモシー

乾草の１／４以下の単価であり、乾物ＴＤＮｋｇ当たりに換算すると、チモシー乾草やイタ

リアンストロー乾草の約半分の単価となった。       



 

  （２）自給飼料の生産費との比較 

  法人Ａ農場での自給飼料の生産費と比較した（図－７） 

 この農場は、８５立方メートルのブロック製塔型サイロを３基使用し、年間夏冬２作の牧

草をサイレ－ジ調整している。それに要する経費を１５０万円と見込んで試算したところ、

牧草サイレージの生産費は立方メートル当たり２、９４１円となった。それに対し、稲発酵

粗飼料の購入価格は立方メートル当たり２、７２０円で、稲発酵粗飼料の購入費の方が２２

１円安くなった。       

 

１０ 稲発酵粗飼料の生産費内訳 

 稲発酵粗飼料の生産費の内訳を図－８に示した。 

 １０ａ当たりの生産費は合計７２、２５１円で、そのうち、地代と減価償却費を除くと、

ラップ等の材料費の割合が高く、全体の１７％を占めた。 

 なお、全体の収支は黒字であったが、収入は国等からの交付金に負うところが大きく、こ

れらの補助金に頼らない経営が求められている。 

 



１１ 今後の課題 

（１）今年度の飼料稲の作柄は、昨年に比べ良好であったが、食用品種を２枚のほ場に導入

したことで、平均単収は昨年度より１０ａあたり０．３ｔ低下した。また、稲発酵粗飼

料の品質を高めるために、ラップを多く使い、材料費が高くなったため、今後も単収を

向上・安定させて収入増につなげることが課題と考えられる。 

（２）一旦、ラップをしてしまうと、刈取時期が異なっていても区別が付かない。そこ

で、牛への給与の目安にするために、最低限、刈取調製月日をロールに記載する等の

管理方法の改善が必要と考えられる。 

（３）現地は、比較的広い畦道が整備されているが、２tトラックの乗り入れが限度であ

り、また、１個４０ｋｇものロールの積み降ろしは重労働となるため、畜産農家の効

率的な積み降ろし運搬方法を検討する必要があると考えられる。 

（４）法人Ａ農場では、交雑種肥育牛への利用を検討しているが、その場合、地域の特色あ

る肉用牛生産に如何に結びつけるか、その利用・販売方法の確立が課題である。 

（５）これを契機にして、取組地域や栽培面積の拡大も今後課題であると考えられる。                    

 

１２ ま と め 

（１）稲発酵粗飼料の品質は向上し、家畜の嗜好性も良く、畜産農家の反応は良好であった。

特に、この事例では、耕種農家が刈取調製まで行う（コントラクタ－方式）という全国

的にも珍しいケースであるが、技術的に充分対応可能であることが示唆された。 

（２）稲発酵粗飼料の品質評価は、従来のｐＨ官能法と比べて、福島県畜産試研場の簡易評

価法の方が品質評価法として適していると考えられた。 

（３）畜産農家にとっては、機械設備投資せずに、低価格で地元生産の粗飼料を利用するこ

とができるようになった。 

（４）畜産農家は、今回の耕畜連携により生産された稲発酵粗飼料を利用することによって、

地域の集団転作に貢献することができた。 

              


